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Abstract

　Effects of foliar spray of boron in fall on flower development and fruit set the following spring in ‘Satohnishiki’ 
sweet cherry grown in warm areas were studied. All leaves of potted trees were sprayed with boric acid solution （B 
at 500 ppm） in early September. The boron treatment prolonged the ovule longevity and accelerated the elongation 
of pollen tubes in pistils the following spring. As a result, the fruit set rate of boron treated trees was higher than that 
of control trees. These results suggest the possibility of applying foliar spray of boron in fall to increase fruit set the 
following spring in sweet cherries grown in warm areas.
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緒 言

　早期出荷による市場での有利性や，観光果樹資源とし
ての高い価値などから，近年西南暖地においても甘果オ
ウトウの栽培が試みられている．しかしながら，暖地の
生育条件の下では，結実が極めて不安定で，年次や地域
による較差が著しく大きい．このため，結実の確保は，
双子果の発生軽減と並ぶ最も重要な課題である（１）．
　一般に果樹の受精や結実には，微量要素のうち，ホウ
素が重要な役割を持つことが知られている．別府・片
岡（２）は花粉発芽培地へのホウ素の添加により甘果オウ
トウの花粉の発芽率や花粉管長が著しく増加することを
認めており，甘果オウトウの結実性においてもホウ素が
関与していることが推察される．しかしながら，生育期
の高温乾燥条件は根からのホウ素の吸収を妨げることが
知られており（３），特に暖地においては梅雨明け後の急
激な気温上昇と土壌乾燥により，このような事態を招き
やすいものと思われる．一方，秋季のホウ素の葉面散布
により翌春の結実が向上することが，プルーン（４，５，６）， 
アーモンド（７），酸果オウトウ（８）などの他のサクラ属果
樹でも報告されており，甘果オウトウにおいても結実の
向上に効果をもつ可能性がある．
　そこで，本実験では，暖地条件下における甘果オウト
ウの結実向上を目的として，秋季のホウ素の葉面散布が

甘果オウトウ ‘佐藤錦’ の翌春の雌・雄性器官の発育お
よび結実に及ぼす影響を調査した．

材料および方法

　香川大学農学部の研究圃場で栽培されている鉢植えの
アオバザクラ台の８年生甘果オウトウ ‘佐藤錦’ ４個体
を供試した．ホウ素濃度500ppmのホウ酸溶液に展着剤
としてTween 20（0.05％）を加え，これを1998年９月２
日に全葉に噴霧処理した．対照区として，他の４個体に
ついて展着剤のみを含む蒸留水を全葉に噴霧した．翌春
の開花当日に，あらかじめ発芽力を確認した ‘高砂’ の
花粉を全ての花に人工受粉した．花器の各部位の大き
さ，花柱内における花粉管の伸長，胚珠の発育，結実率
について，前報（９）と同様の方法で調査した．花粉の発
芽力については前報（２）と同様の調査を行った．また，
開花当日の花を採取して冷凍保存した．試料を凍結乾燥
した後，500℃で灰化し，クルクミン法によりホウ素を
定量した．残りの乾燥試料については，前報（10）と同様
の方法で糖濃度を分析した．

結 果

　調査した20花の開花日の平均は，対照区で４月21日，
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ホウ素処理区で４月20日であった．花器の重さや各部位
の大きさには処理間で有意な差は認められなかった（第
１表）．花のホウ素濃度は，ホウ素処理により有意に高
くなったが，糖濃度には有意な差は認められなかった
（第２表）．
　ホウ素処理により，花粉の人工培地上での発芽率はや
や高くなり，花粉管の伸長量は著しく大きくなった（第
３表）．花柱内における花粉管伸長については，受粉24
時間後には，対照区では52％の雌ずいで花粉管が花柱基
部に達しており，ホウ素処理によりその割合が89％にま
で増加した（第４表）．受粉48時間後には，いずれの処
理区でも一部の雌ずいで花粉管が珠孔に到達していた
が，受粉48，72時間後の花粉管伸長には処理間の差異は
認められなかった．
　８核期に達した胚のうの割合は開花当日から開花４日
後まで常にホウ素処理区で高く維持され，開花４日後に
は対照区ではその割合が34％であったのに対して，ホウ

素処理区では51％であった（第５表）．一方，退化した
胚珠の割合は対照区で常に高い値を示した．結実率は，
対照区の22.7％に対して，ホウ素処理区では28.4％とや
や高かった．

考 察

　秋季のホウ素の葉面散布により，翌春の花器のホウ素
レベルは，対照区よりも有意に高く，葉面から吸収され
たホウ素は，その後，花芽に移行したことを示してい
る（５，６，７，８）．ホウ素処理区では，完成した胚のうの割合
が増加し，胚珠の寿命が延長されたことから，ホウ素が
胚のうの発育に重要な役割を果たしていることが示され
た．本実験では花器の糖濃度にホウ素処理による影響は
認められなかったが，このことについて岡本・小林（11）

は，ブドウの花の糖含量は，開花直前に高まって満開期
に著しく低下したことから，開花・受粉に伴い多量の糖

Table １. Effects of fall-applied foliar spray of B on the development of flower in ‘Satohnishiki’ sweet cherry.

Treatment
Weight of 

flower
（mg）

Length Ovary Ovule

Peduncle
（mm）

Petal
（mm）

Pistil
（mm）

Length
（mm）

Width
（mm）

Length
（μm）

Width
（μm）

Control 185 13.1 22.4 13.6 3.07 1.64 775 441
B 172 12.8 19.4 13.7 3.35 1.65 829 402
Significance NS NS NS NS NS NS NS NS

NS：Nonsignificant at P＜0.05 by ANOVA．

Table ２. Effects of fall-applied foliar spray of B on B and 
sugar contents in flowers of ‘Satohnishiki’ sweet 
cherry.

Treatment B±SE
（μg・g－１ DW）

Sugar±SE
（％ DW）

Contro1 47.3 ± 1.2 2.46 ± 0.62
B 67.8 ± 7.7 2.34 ± 0.33
Significance ＊ NS
＊，NS：Significant or nonsignificant at P＜0.05 by ANOVA.

Table ３. Effects of fall-applied foliar spray of B on pollen 
germination and tube growth of ‘Satohnishiki’ sweet 
cherry.

Treatment Percentage of
germination±SE

Length of pollen
tube（μm）±SE

Control 48.9 ± 3.1 754 ± 77
B 59.5 ± 3.1 1043 ± 53
Significance NS ＊

＊, NS：Significant or nonsignificant at P＜0.05 by ANOVA.

Table ４. Effect of fall-applied foliar spray of B on the elongation of pollen tubes in pistils of ‘Satohnishiki’ sweet cherry.

Hours after
pollination Treatment

Percentage of pistils with the most advanced pollen tube reaching

Stigma Upper of style Middle of style Bottom of style Obturator Micropyle

24 　Control
　B

0.0
0.0

29.6
　5.6

18.5
　5.6

51.9
88.9

　0.0
　0.0

　0.0
　0.0

48 　Control
　B

0.0
0.0

　0.0
　0.0

　0.0
　0.0

15.2
11.5

78.8
80.8

　6.1
　7.7

72 　Control
　B

0.0
0.0

　0.0
　0.0

　0.0
　0.0

　6.3
12.5

71.9
68.8

21.9
18.8
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が消費されることを示唆しており，また，ホウ素散布に
よりその減少が著しくなったことから，ホウ素により糖
の代謝・利用が促進されたものと推察している．胚のう
の発育に加えて，花柱内の花粉管伸長もホウ素処理によ
り促進された．培地へのホウ素の添加により甘果オウト
ウの花粉の発芽率や花粉管長が増加することが認めらて
いる（２）．秋季のホウ素処理により柱頭や花柱のホウ素
濃度も高められたものとみられ，このことも受精に有利
に働いたものと思われる．
　以上の結果から，ホウ素処理は，暖地における結実確
保のための実践的な方策の一つとなるものと考えられ
た．ホウ素処理の最適な時期や濃度について，Nyomora
ら（12）はアーモンドで，収穫２週間後，休眠期，開花前
にそれぞれホウ素処理を行った結果，収穫後処理（９
月）が最も効果的で，濃度は0.8－1.7kg/haが最適であっ

Table ５. Effect of fall-applied foliar spray of B on the development of ovule in ‘Satohnishiki’ sweet cherry.

Days after
anthesis Treatment

Stage of development Degenerated 
embryo sac 

and/or
nucellus

Embryo sac
mother cell

Two-
nucleate

Four-
nucleate

Eight-nucleate

Egg cell not
differentiated

Egg cell
differentiated Total

0
Control
B

  0.0 z

0.0
8.8
8.2

12.9
20.5

1.0
4.7

44.4
45.6

45.4
50.3

32.9
20.9

2
Control
B

0.0
0.0

2.2
3.1

13.0
　5.9

2.2
8.3

49.3
55.1

51.5
63.5

33.4
27.5

4
Control
B

0.0
0.0

0.0
0.0

　3.4
　1.4

0.0
1.4

33.6
49.3

33.6
50.7

63.0
47.9

Z：Percentage of the ovule with embryo sac or nucellus at different stages of development.

たと報告している．暖地における甘果オウトウ栽培にお
いても，今後，処理時期や処理濃度についてさらに検討
する必要があると思われる．

摘 要

　暖地条件における秋季のホウ素の葉面散布が，甘果オ
ウトウ ‘佐藤錦’ の翌春の花器の発育および結実に及ぼ
す影響を調査した．９月上旬にホウ素濃度500ppmのホ
ウ酸溶液を鉢植え樹の全葉に噴霧処理した．ホウ素処理
により，翌春の胚珠の寿命が延長し，花柱内での花粉管
伸長がやや速まった．ホウ素処理区では対照区に比べて
結実率がやや高まった．これらのことから，暖地条件に
おける秋季のホウ素の葉面散布は，翌春の結実性を向上
させる効果があることが示された．
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